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１．まえがき 

一般に，自分が思い描いている心的イメージを，検索シ

ステムへの検索語として的確に表現するのは難しい．その

ため，ネット通販での商品検索などの場合には，ユーザは

自分の心的イメージから想起できる検索語をとりあえず

入力し，検索結果として商品の一覧を得ることになる．し

かし，この検索方法では，複数の属性を有する多数の商品

の中から，ユーザの心的イメージと一致する商品を検索結

果の上位として提示することは困難である． 

そこで，本研究では，ネット通販での商品検索を対象と

して，ユーザが検索結果に対する適合・不適合の評価をフ

ィードバックすることにより検索精度を高めていく適合

性フィードバック（Relevance Feedback）という手法を

用いて，ユーザの心的イメージと一致した商品を効率的に

検索するシステムを提案する． 

２．システム概要 

図１に，今回開発したシステムの処理の流れを示す． 

 

図１ システムの処理の流れ 

まず，ユーザが自分の心的イメージを明確に表現できる

属性の属性値を入力すると，システムはその属性の属性値

との商品 Iiの適合度 Rj（属性値の一致した数）に応じて

商品画像を提示する（図１）．これを初期検索と呼ぶ．こ

の商品画像に対してユーザが適合・不適合（図１の“○”，

“×”）の適合性フィードバックを与えると，システムは

商品 Iiの適合度 Riを以下のように更新する．いま，商品

が m 個の属性（A1，A2，…，Am）を持ち，各属性 Akが

n個の属性値（Vk1，Vk2，…，Vkn）で表されるものとし，

商品 Iiの m 個の属性の属性値が（Vi11，Vi22，…，Vimn）

で，この商品 Iiに対してユーザから適合（不適合）の評価

が得られたものとする．このとき，商品 Iiの適合度 Riは，

属性の属性値の数 m を加算（減算）し，他の商品 Ijの適

合度 Rjは，商品 Iiの属性値と一致した属性値の数 k を加

算（減算）され，システムは，この更新された適合度に応

じて，再び商品画像を提示し，所望の商品が検索されるま

で，適合性フィードバックを繰り返す． 

 適合性フィードバックを実装する上で重要となるのは，

適合・不適合の評価をいかに効率よく適合度に反映させる

かということである．そのため，本システムでは適合度に

応じて，以下の 3グループの商品画像をユーザに提示する． 

・「上位グループ」： 適合度が高い商品画像を検索結果と

して提示する．ユーザの評価を確認する意味も持つ． 

・「中間グループ」： 適合性フィードバックの収束を早め

るために，システムが適合・不適合の境界領域にあると

判断する商品画像を提示する． 

・「下位グループ」： ユーザの評価を確認するために，適

合度が低い商品画像を提示する． 

３．システム評価 

本学学生 10人を被験者として，評価実験を行った．評

価実験では，バッグの商品画像 50枚から 1枚を検索すべ

き目標商品画像として被験者に提示する．被験者は，その

画像に対して，思いつく属性値を入力し，初期検索を行う． 

本システムでは，初期検索の結果，図１のように表示さ

れた商品画像 16枚に対し，被験者が必要に応じて適合性

フィードバックを返す．一方，比較対象システムでは，被

験者は初期検索の結果として表示された適合度の上位 16

枚の画像を確認し，初期検索で用いた属性値の追加・変更

を行い，再度，適合度を算出し検索結果を表示する． 

この操作を繰り返すことにより，目標商品画像が適合度

の上位 4位以内に表示されるまでの検索回数を評価した． 

評価実験の結果，初期検索では 10回の評価実験中，目

標商品画像が上位 4位以内に入らなかった回数は 3回で

あった．表１に，その 3回（「商品 A，B，C」）の評価実

験において，目標商品画像が検索結果の上位 4位以内に表

示されるまでの回数を示す．結果に違いがみられた「商品

C」では，被験者が商品画像の持つ属性値を的確に表現で

きず，比較対象システムでの検索回数が増加したものであ

り，このような状況での本システムの有用性が確認できた． 

表１ 評価結果 

 商品 A 商品 B 商品 C 

本システム 2回  2回  2回  

比較対象システム 2回  2回  4回  

４．むすび 

 本研究では，適合性フィードバックを用いた検索システ

ムを構築するとともに商品検索に適用し，その有用性を確

認した．今後の課題として，検索対象のさまざまな画像属

性（画像特徴）も扱えるシステムへの拡張などが挙げられ

る．なお，本研究では，楽天株式会社が提供し国立情報学

研究所が配布している「楽天公開データ」を利用した．関

係各位に深く感謝する． 
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